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　（₁）　第₈₁₉号 （昭和₂₆年₄月₂₈日第三種郵便物認可） 退　職　公　務　員　新　聞 令和₂年（₂₀₂₀年）₂月₂₅日（火）

昨年の自然災害被災状況がほぼ判明

被災会員の皆様の
ご心労を忘れまい

年金の説明をする
鈴木理事・専門員

　「
若
い
頃
、
年
金
を
心

配
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
今
は
感
謝
で
あ
る
。

そ
の
陰
に
は
、
先
輩
方
の

７０
年
に
及
ぶ
退
職
公
務
員

の
生
活
を
守
る
懸
命
な
努

力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
」
あ
る
県

連
会
報
の
会
員
の
声
で
あ

る
●
日
本
の
社
会
保
障
制

度
、
特
に
年
金
制
度
は
世

代
間
扶
養
を
前
提
と
し
て

い
る
。
現
役
は
受
給
世
代

の
年
金
を
保
険
料
と
し
て

拠
出
す
る
が
、
現
在
そ
の

保
険
料
が
年
金
給
付
費
の

７
割
に
及
ぶ
と
い
う
●
制

度
の
仕
組
み
と
現
状
か
ら

す
れ
ば
、
現
役
世
代
の
負

担
を
高
齢
者
が
認
識
し
、

社
会
に
対
す
る
己
の
責
任

と
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
●
責
任
と
言

う
と
、
自
己
犠
牲
の
イ
メ

ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
が
、

今
の
立
場
か
ら
自
分
に
問

い
、
や
り
た
い
こ
と
、
得

心
の
い
く
こ
と
を
基
準
に

行
動
す
れ
ば
い
い
。
日
公

連
創
立
以
来
歴
代
の
先
達

と
て
、
続
く
世
代
の
こ
と

で
、
時
に
悩
み
、
時
に
戸

惑
い
、
行
動
さ
れ
た
に
違

い
な
い
●
後
世
の
人
の
幸

福
を
摘
み
取
る
権
限
を
高

齢
者
は
持
っ
て
い
な
い
。

次
世
代
が
評
価
す
る
形
で

社
会
保
障
制
度
を
維
持

し
、
伝
え
る
努
力
を
怠
る

ま
い
。�

（
Ｚ
）

　
令
和
２
年
１
月
１７
日

（
金
）東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
各
都
道
府
県
退
職
公

務
員
連
盟
の
事
務
局
長
が

参
加
し
て
全
国
事
務
局
長

会
が
開
催
さ
れ
た
。 「
日

本
の
明
日
を
拓
く
退
公
連

を
目
指
そ
う
」
と
津
島
会

長
の
挨
拶
、
会
務
報
告
の

後
、鈴
木
専
門
員
か
ら
、最

近
の
社
会
保
障
制
度
に
関

す
る
講
話
、
３
委
員
会
の

来
年
度
の
活
動
計
画
（
概

略
）
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
２
年
度

伝
統
文
化
親
子
教
室
の
募

集
案
内
の
説
明
で
会
を
閉

じ
た
。

社
会
保
障
対
策
委
員
会

　
日
本
の
人
口
の
自
然
減

が
５１
万
人
を
超
え
て
い
る

事
態
に
、
日
公
連
は
無
関

係
と
決
め
込
む
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
お
示
し
し
た

要
望
事
項（
案
）は
今
後
、

委
員
会
、
評
議
員
会
等
の

協
議
を
経
て
成
案
と
な
る

が
、従
来
の
も
の
に
医
療
、

介
護
が
新
た
に
加
わ
っ

た
。

　
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負

担
１
割
の
維
持
を
掲
げ
る

が
、
政
府
は
今
後
の
検
討

課
題
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
態
を
前
に
、
や

る
べ
き
こ
と
は
①
会
員
に

各
制
度
の
理
解
を
促
す
努

力
②
他
の
年
金
受
給
者
団

体
と
の
連
携
、
③
国
会
議

員
の
方
々
と
の
連
絡
を
密

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

社
会
貢
献
活
動
推
進
委
員

会　
わ
れ
ら
の
信
条
「
わ
れ

ら
は
全
国
民
の
福
祉
増
進

を
念
じ
つ
つ
、
進
ん
で
公

共
に
奉
仕
し
、
平
和
的
文

化
国
家
建
設
の
大
業
に
寄

与
す
る
」
を
活
動
指
針
と

し
、
人
生
１００
年
時
代
の
到

来
を
見
据
え
て
、
社
会
貢

献
活
動
を
行
う
。

　
地
域
や
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
た
活
動
に
よ

り
、
退
公
連
の
存
在
感
を

内
外
に
広
め
、
組
織
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が

会
員
に
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
仲
間
と
活
動
す
る
中

で
、健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、

豊
か
な
経
験
と
知
識
を
趣

味
や
得
意
領
域
の
活
動
を

通
し
て
、
高
齢
者
や
子
育

て
支
援
に
活
か
し
て
い
く
。

組
織
委
員
会

　
会
員
減
少
の
流
れ
が
今

年
度
も
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
日
公
連
総
力
を
挙
げ

て
会
員
増
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
１
年
間

を
通
し
た
組
織
拡
充
活
動

に
つ
い
て
各
種
会
議
を
経

て
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
組
織
委

員
会
を
拡
大
し
て
活
動
を

進
め
る
都
道
府
県
連
も
あ

る
が
、
培
わ
れ
た
人
間
関

令
和
２
年
度�

�

年
金
０．２
％
増

　
昨
年
の
物
価
変
動
率
は

０．５
％
上
昇
、
現
役
の
名
目

手
取
り
賃
金
変
動
率
は
０．３

％
上
昇
。
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
調
整
率
は
、
公
的

２
０
４
０
年
問
題

　
２
０
４
０
年
は
高
齢
者

の
数
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る

年
で
あ
る
。
団
塊
の
世
代

と
そ
の
子
供
の
世
代
も
高

齢
者
と
な
り
、
高
齢
者
全

体
で
約
４
０
０
０
万
人
に

達
す
る
。
新
た
に
現
役
世

代
の
急
減
。
２
０
１
５
年

と
比
べ
て
１
７
５
０
万
人

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
、
就
職
氷
河
期
に
遭

遇
し
た
世
代
が
高
齢
者
と

な
る
問
題
、
一
人
住
ま
い

の
高
齢
者
世
帯
が
増
え

て
、孤
立
化
が
進
行
す
る
。

　
働
き
手
が
減
る
中
で
、

医
療
・
介
護
等
福
祉
の
現

場
で
は
老
老
介
護
や
外
国

人
労
働
者
も
増
え
る
。
こ

の
状
況
下
で
、
現
在
の
公

的
年
金
制
度
は
ど
う
な
る

か
。
い
く
つ
か
の
側
面
か

ら
概
観
す
る
。

①
公
的
年
金
給
付
費
と
加

入
者

　
給
付
費
は
平
成
２１
年
度

か
ら
２９
年
度
ま
で
に
、
４

兆
６
千
億
円
の
増
加
。
公

的
年
金
制
度
加
入
者
は
平

成
２１
年
度
に
比
べ
、
２９
年

度
は
１４１
万
人
の
減
少
な
が

ら
保
険
料
収
入
は
２１
年
度

よ
り
２９
年
度
は
９
兆
円
を

超
え
て
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
９
年
間
に
加
入
者
の

減
少
に
も
関
わ
ら
ず
、
給

付
費
の
伸
び
よ
り
も
保
険

料
収
入
の
伸
び
が
大
き
い

こ
と
が
分
か
る
。こ
れ
は
、

平
成
１６
年
改
正
で
年
金
の

保
険
料
率
を
１８．３
％
に
な
る

ま
で
毎
年
上
げ
て
き
た
こ

と
に
よ
る
。

②
現
役
の
保
険
料
負
担
で

給
付
費
の
７
割
を

　
平
成
２１
年
度
当
時
は
年

金
給
付
費
の
５８
％
が
保
険

料
収
入
で
賄
わ
れ
て
い
た

が
、
２９
年
度
で
は
そ
れ
が

約
７０
％
に
上
昇
し
た
。
保

険
料
収
入
の
増
加
は
年
金

財
政
を
安
定
さ
せ
る
が
、

現
役
の
負
担
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

③
年
金
積
立
金
の
運
用

　
現
在
、
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
の
運
用
は
、
年
金

積
立
金
管
理
運
用
独
立
行

政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が

行
う
。
平
成
２１
年
度
当
時

の
国
債
等
債
券
運
用
中
心

を
平
成
２６
年
に
、
国
内
外

の
株
式
の
比
率
を
高
め
た

結
果
、
積
立
金
は
平
成
２３

年
度
末
に
比
べ
て
、
３０
年

度
末
に
は
約
１６０
兆
円
（
時

価
）
と
な
り
、
４５
兆
円
を

上
回
る
増
加
に
な
っ
た
。

こ
の
積
立
金
は
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
財
源
で
あ
る
。

④
恩
恵
を
受
け
る
受
給
者

　
明
治
時
代
か
ら
始
ま
っ

た
公
的
年
金
制
度
は
、
昭

和
３６
年
に
国
民
年
金
制
度

の
創
設
に
よ
り
、
国
民
皆

年
金
制
度
が
発
足
し
た
。

昭
和
３０
年
代
か
ら
４０
年
代

に
か
け
て
高
度
経
済
成
長

を
背
景
に
制
度
も
充
実
発

展
し
、
昭
和
４０
年
に
１
万

円
年
金
、
４８
年
に
５
万
円

年
金
が
実
現
。
当
時
は
加

入
期
間
も
短
く
年
金
額
も

少
額
で
あ
っ
た
。
制
度
の

成
熟
期
の
恩
恵
を
受
け
る

現
在
の
受
給
額
に
は
遠
く

及
ば
な
い
。 

■
　
　
　 

■

今
後
の
年
金
制
度
改
革

　
人
生
１００
年
時
代
を
迎
え

た
今
、
政
府
は
、
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
の
活
躍
の
場

を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、

子
育
て
に
至
る
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

①
短
時
間
労
働
者
の
被
用

者
保
険
適
用
拡
大

現
行
の
企
業
規
模
が
５０１
人

以
上
を
順
次
下
げ
て
５１
人

に
す
る
予
定
。

②
国
民
年
金
の
保
険
料
拠

出
期
間
を
６５
歳
ま
で
、
厚

生
年
金
の
加
入
期
間
を
７５

歳
ま
で
延
長
。

③
６５
歳
未
満
の
在
職
老
齢

年
金
の
支
給
停
止
基
準

を
、
現
行
の
２８
万
円
か
ら

４７
万
円
に
引
き
上
げ

④
年
金
受
給
の
選
択
範
囲

を
７５
歳
ま
で
繰
り
下
げ

等
、
政
策
の
動
き
を
見
て

日
公
連
は
対
応
す
る
。

■
　
　
　 

■

次
世
代
の
幸
せ
を
願
っ
て

　
現
在
の
年
金
受
給
者

は
、
個
人
差
は
あ
る
に
せ

よ
最
も
恵
ま
れ
た
時
期
に

い
る
。
こ
れ
は
創
立
以
来

の
先
輩
の
、
後
世
の
退
職

者
を
視
界
に
置
い
た
制
度

の
構
築
と
改
善
へ
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
現
在
の
受
給

者
も
、
次
世
代
の
人
々
の

た
め
に
現
年
金
額
を
可
能

な
限
り
維
持
し
、
引
き
継

ぐ
課
題
を
背
負
う
。

　
制
度
の
維
持
改
善
に
向

け
て
署
名
活
動
と
要
望
活

動
を
粘
り
強
く
組
織
的
に

展
開
し
、
政
府
の
政
策
に

影
響
す
る
力
を
付
け
る
こ

と
が
先
ず
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
を
可
能
に
す
る
条
件

は
、
高
齢
者
が
自
ら
の
経

験
と
知
識
を
活
用
し
て
社

会
参
加
し
、
年
金
財
政
を

改
善
す
る
方
向
で
、
あ
る

い
は
、
会
員
個
人
が
、
退

公
連
が
社
会
の
信
頼
を
得

る
方
向
で
活
動
す
る
こ
と

を
お
い
て
な
い
。

年金を次世代に　　年金を次世代に　　
　　　　引き継ごう　　　　引き継ごう
―後世が評価する制度にして―

令
和
元
年
度
全
国
事
務
局
長
会

日
本
の
明
日
を
拓
く
退
公
連
を
目
指
そ
う

日
本
の
明
日
を
拓
く
退
公
連
を
目
指
そ
う

係
を
総
動
員
し
、
退
公
連

の
実
績
を
強
調
し
な
が

ら
、
勧
誘
活
動
を
進
め
た

い
。
組
織
内
で
情
報
を
共

有
し
、
勧
誘
活
動
の
見
え

る
化
を
大
切
に
す
る
。

年
金
被
保
険
者
数
の
増
加

に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ス
０．１
％

に
改
善
。
こ
の
結
果
、
本

年
４
月
か
ら
の
年
金
額
は

０．２
％
の
プ
ラ
ス
改
定
に
な

っ
た
。
昨
年
の
０．１
％
プ
ラ

ス
改
定
と
併
せ
て
２
年
連

続
の
増
額
で
あ
る
。
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０
０
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押し花しおり作り押し花しおり作り

　
多
く
の
会
員
は
、
所
属
す
る
各
団
体
等
で
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
実
は
、
退
公
連
単
独
で

活
動
す
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
県
の
大
津
支
部
で
は
、
支
部
の
事
業
を
地
域
、
市
民
と
連
携
し

て
進
め
て
い
る
。

滋
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
事
務
局
長
　
川
﨑
文
男

いま地連では

滋賀県連の巻

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

即
位
礼
パ
レ
ー
ド
見
入
る
人
の
波
平
和

の
続
く
あ
り
が
た
き
世
に

愛
知
県
　
金
田
文
雄

「
遍
路
い
ま
満
願
な
る
」
と
讃
岐
よ
り

友
は
昂
ぶ
り
わ
れ
に
告
げ
く
る

愛
知
県
　
林
　
正
夫

紅
葉
の
山
を
跨
ぎ
て
わ
が
村
を
掴
む

が
に
虹
が
円
弧
を
描
く

京
都
府
　
中
川
文
和

地
主
小
作
年
季
奉
公
口
べ
ら
し
「
お

し
ん
」
の
ド
ラ
マ
は
歴
史
を
語
る

愛
知
県
　
落
合
義
紀

新
潟
県
　
石
田
英
治

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

年
金
日
せ
め
て
月
額
こ
れ
な
ら
ば

千
葉
県
　
吉
野
梓
楼

営
業
マ
ン
契
約
ま
で
の
笑
顔
か
な

栃
木
県
　
園
部
　
孟

気
持
ち
よ
く
挨
拶
交
わ
し
誰
だ
っ
け

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

行
き
過
ぎ
て
妻
が
指
さ
す
吾
亦
紅

栃
木
県
　
福
原
啓
介

干
し
柿
の
甘
味
に
魅
か
れ
蜂
の
舞
い

福
島
県
　
須
藤
泰
将

松
茸
と
地
酒
み
や
げ
に
鄙
の
友

愛
媛
県
　
大
野
正
義

気
休
め
の
育
毛
剤
に
金
を
か
け

栃
木
県
　
舘
野
　
博

割
引
日
今
日
も
い
つ
も
の
人
に
会
う

茨
城
県
　
櫻
井
康
雄

愛
知
県
　
安
井
俊
夫

淡
々
と
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
打
つ
小
春

石
川
県
　
福
島
宏
明

青
天
へ
湯
煙
昇
る
初
湯
か
な

岐
阜
県
　
髙
橋
良
明

重
ね
着
を
一
枚
増
や
し
年
嘆
く

心豊かに心豊かに

ウ
ト
の
少
年
少
女
た
ち
、
近
隣

の
自
治
会
や
会
社
の
方
々
等
、

さ
さ
や
か
な
社
会
貢
献
に
汗
を

流
す
人
々
の
笑
顔
が
広
が
っ
て

い
た
。
ほ
ん
の
数
時
間
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
で
も
観
光
客
の
笑
顔

　
退
公
連
で
近
頃
「
社
会
貢
献

活
動
」
に
つ
い
て
よ
く
語
ら
れ

る
。
笹
が
瀬
支
部
も
組
織
強
化

を
図
り
つ
つ
、
活
動
の
中
心
に

据
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
毎
年
参
加
し
て
い
る
「
観
光

地
ク
リ
ー
ン
運
動
」
は
お
盆
明

け
の
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
熱

中
症
が
心
配
さ
れ
る
ほ
ど
の
暑

さ
の
中
で
岡
山
城
周
辺
の
雑
草

を
抜
き
、
伸
び
す
ぎ
た
枝
を
切

り
、
落
葉
や
ご
み
を
掃
き
集
め

る
。
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な

い
が
、
声
を
掛
け
合
っ
て
作
業

が
進
む
。
岡
山
城
周
辺
に
は
、

若
い
親
子
連
れ
、
ボ
ー
イ
ス
カ

が
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
て
嬉

し
く
な
り
、「
参
加
し
て
よ
か

っ
た
」
と
思
っ
た
。

　
退
職
後
の
ゆ
と
り
の
中
で
こ

そ
で
き
る
、
１
年
間
を
見
据
え

た
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
１１
月
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
「
わ
く
わ
く
子
ど
も
ま
つ
り

ｉｎ
岡
山
ド
ー
ム
」
は
、
子
育
て

中
の
親
子
が
作
っ
た
り
遊
ん
だ

り
し
て
、
一
日
中
楽
し
め
る
数

千
人
規
模
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
。
わ
が
支
部
は
毎
年
、

協
賛
団
体
の
一
つ
と
し
て
「
手

作
り
お
も
ち
ゃ
と
押
し
花
し
お

り
＆
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
コ
ー

ナ
ー
」
を
出
店
し
て
い
る
。

　
押
し
花
し
お
り
は
、
女
性
部

が
中
心
に
な
り
、
講
師
を
招
い

て
作
り
方
を
勉
強
し
、
作
り
た

め
て
イ
ベ
ン
ト
の
出
し
物
に
提

供
し
た
。
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で

使
う
材
料
集
め
も
、
カ
ブ
ト
ム

シ
の
飼
育
も
１
年
が
か
り
だ
っ

た
。
ま
つ
り
に
来
た
大
勢
の
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
に
包
ま
れ
る

日
を
楽
し
み
に
準
備
を
進
め
て

い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
活
動

を
支
え
る
に
は
材
料
費
等
の
資

金
が
必
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
県
退
公
連
が
勧
め

る
「
支
部
活
動
資
金
づ
く
り
の

物
品
販
売
」
に
も
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。
分
会
役
員
が
会
員

か
ら
、
お
中
元
の
素
麺
、
お
歳

暮
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
麵
等
の
注
文

を
受
け
、
商
品
を
配
達
し
た
。

　
会
員
の
協
力
と
注
文
や
配
達

に
回
っ
た
分
会
役
員
の
努
力
の

結
果
、
た
く
さ
ん
の
手
数
料
収

入
を
支
部
会
計
に
繰
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。そ
の
お
金
は
、

社
会
貢
献
活
動
を
一
層
楽
し

く
、
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ

た
。
今
後
も
、
退
公
連
の
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
社
会

貢
献
活
動
を
続
け
た
い
。

楽
し
い
か
ら
続
く
社
会
貢
献
活
動

︱
ひ
と
汗
流
す
活
動
資
金
作
り
︱

岡
山
県
退
職
公
務
員
連
盟
岡
山
笹
が
瀬
支
部
　
宮
木
　
毅
　

◆
支
部
会
員
作
品
展

　
会
員
の
趣
味
や
学
習
の

交
流
を
深
め
る
場
と
し
て

十
数
年
続
い
て
い
る
大
津

支
部
の
伝
統
事
業
で
あ

る
。
大
津
市
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
書

・
絵
画
・
写
真
・
手
芸
や

陶
器
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
、
会
員
か
ら
大
き
な

も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま

で
５０
点
を
超
え
る
作
品
が

出
展
さ
れ
る
。

　
開
催
案
内
は
市
広
報
に

掲
載
さ
れ
、
来
場
者
は
会

員
だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民
も
多
い
。
毎
年
６
日
の

開
催
期
間
に
６００
人
を
超
え
の
集
い

　
会
員
が
一
堂
に
集
ま
り

学
習
す
る
機
会
と
し
て
例

年
開
催
し
て
い
る
。
保
険

会
社
か
ら
講
師
を
招
き
、

「
自
動
車
保
険
・
火
災
保

険
講
座
」、
会
員
の
紹
介

で
尺
八
の
会
に
よ
る
公
演

「
尺
八
の
音
色
を
楽
し
も

う
」な
ど
。
今
年
度
は「
湖

国
出
身
の
日
本
画
家
小
倉

遊
亀
の
生
涯
と
作
品
鑑

　
私
は
、
子
供
の
頃
か

ら
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
多

く
の
仲
間

と
ほ
と
ん

ど
の
遊
び

を
体
験
し

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

て
得
た
遊
び
心
が
も
っ

と
楽
し
く
、
も
っ
と
良

い
結
果
に
な
る
に
は
ど

う
す
べ
き
か
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　
遊
び
心
と
相
通
ず
る
考

え
方
に
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
シ
ス
テ
ム
開
発
手

法
が
あ
り
ま
す
。
若
い
頃

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
な
が

ら
体
得
し
た
こ
と
で
、
そ

の
要
点
は
、
何
事
も
望
ま

し
い
姿
を
描
き
、
そ
の

姿
を
実
現
す
る
た
め

に
、
何
を
優
先
し
て
ど

ん
な
段
取
り
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
最
良
か
を

考
え
実
行

す
る
。

　
今
で
も

こ
う
や
っ

て
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
遊
び

心
で
人
生
を
楽
し
ん
で

い
き
た
い
。

「
遊
び
で
人
生
を
楽
し
む
」

栃
木
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
畠
山
富
雄

私
の
ひ
と
こ
と

◆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル

　
毎
年
、
市
が
主
催
す
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
大
津

支
部
は
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
「
作
っ
て
遊
ぼ
う
」

工
作
体
験
教
室
ブ
ー
ス
を

賞
」
の
テ
ー
マ
で
滋

賀
県
近
代
美
術
館
専

門
員
の
講
話
を
聞

き
、
作
品
を
鑑
賞
し

た
。
市
や
県
の
出
前

講
座
等
を
上
手
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
会
員
が
、楽
し
く
、

気
楽
に
学
ん
だ
り
、

会
員
同
士
の
交
流
の

場
と
機
会
に
な
っ
て

い
る
。

開
き
、
手
作
り
工
作
を
指

導
し
て
い
る
。
社
会
貢
献

活
動
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
退
公
連
を
市
民
に
Ｐ

Ｒ
す
る
よ
い
機
会
に
な
っ

て
い
る
。
会
員
自
身
も
子

ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
で
元
気

を
も
ら
っ
て
楽
し
い
一
日

に
も
な
っ
て
い
る
。

る
盛
況
で
あ
る
。
作

品
展
は
会
員
の
趣
味

や
制
作
意
欲
、
活
動

意
欲
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、
会
員
の
出

会
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
広

く
市
民
に
退
公
連
の

存
在
を
知
っ
て
も
ら

う
ま
た
と
な
い
機
会

に
な
っ
て
い
る
。

◆
ふ
れ
あ
い
と
学
び

活
動
は
地
域
と
共
に

活
動
は
地
域
と
共
に

令
和
２
年
度

伝
統
文
化
親
子
教
室
　
　

申
請
団
体
の
募
集

　
表
記
の
事
業
の
募
集
案

内
が
、
文
化
庁
か
ら
発
表

さ
れ
、
既
に
お
知
ら
せ
し

て
各
都
道
府
県
連
で
申
請

団
体
を
募
集
中
で
す
。

概
要
は
以
下
の
と
お
り

①
応
募
書
類
の
提
出
は
、

事
業
実
施
所
在
地
の
市
区

町
村
教
育
委
員
会
窓
口

②
提
出
期
限
　
令
和
２
年

２
月
１４
日
（
金
）

③
問
い
合
わ
せ
先
　
伝
統

文
化
親
子
教
室
事
業
事
務

局
℡
０
５
７
０
‐
５５０
‐
０

３
２
１

多
数
の
参
加
を
期
待
し
て

事
務
局
長
会
で
連
絡
済
。

事
務
局
短
信

ちょっといい話

うれしくなる話

ちょっといい話

うれしくなる話
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